
狂言の「鬼瓦」も、夫婦を題材にした作品。いかつ
い鬼瓦が誰かにそっくり…誰ぞ？「国許の女房だ！」
客席から笑いが起きました。

令和５ 年１１ 月１９ 日、上 尾市コ ミュニ ティセ ンター
ホ ールに て、「 あげお 能・狂 言鑑賞 会 」 を 、 1 1回 目とな
る 今回、 「清経 」を演 目に開 催いた しまし た。
源平合 戦の世 の無常 、そし て命を 絶った 平清経 とその

妻 の無念 が織り なす心 象風景 を、舞 と地謡 、囃子 が見事
に 描写す る圧巻 の鑑賞 会とな りまし た。観 客の皆 さまよ
り 、感動 のお声 をいた だきま した。

あげお能・狂言鑑賞会「清経」

「清経」のシテ方・梅若泰志
氏より、見どころの解説を頂き
ました。
作品に登場する和歌の説明、

また、型や謡の説明もして頂き、
情景がよりわかりやすく鑑賞で
きました。
「演じる人と観る人とで完成

する芸術なので、観て感じて、
イメージを膨らませることが大
切です。」

開演前のロビーでは、黄檗東本流の大熊鶴泉
さんのご厚意により、来場のお客様に煎茶のお
もてなしもあり、多くのお客様にお楽しみいた
だきました。
豪華な生け花も注目を集めていました。

休憩時間中、能のグッズの販売コーナー
も好評でした。

仕舞では、梅若泰志氏のご子息
が出演されました。



令和5年10月19日（木）「あげお能・狂言鑑賞会  事前セミナー」を開催しました。
11月19日（日）の本公演「清経」に向けて、シテ方で出演の梅若泰志先生より、初心者でもわかりやすく
解説して頂きました。

◆ セミナーに参加された方々からの声 ◆

・こうやって、じかに先生に教わる機会って
あんまりないから、すごく貴重でした。

・本公演が楽しみになりました。
・友人を誘って来ました。いっしょに本公演
も観ます！

・上尾はいいわね、能が観られるなんて。

毎年「あげお能・狂言鑑賞会」を観覧し
ている方、初めて能に触れる方…
合わせて40数名の受講者が集まりました。

先生の謡(うたい)や舞の実演に、生の迫力を感じました。

謡(うたい)の体験。抑揚などを習い、皆さんお腹から声を出しました。

「能は難しいって言われますが、時々聞こえた
知ってる日本語で、感じればいいんです。」

面や扇、着物などを見せて
頂き、それぞれの意味合い
を教えて頂きました。
皆さん興味深々に見入って
いました。

面を付けた時の見え方を体験。
  意外と視野が狭く、「感覚」
         で舞っているそうです。

笛で自然の物の音を表現するため、
わざと音程をずらしてあるそうです。
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